
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度学校だより 

八代市立第二中学校 
令和８年９月１８日 
第６号 文責 楠本 功一 

 

熊本地震発生からもうすぐ２ヶ月で
す。今年も中体連駅伝大会に向け、夏
休み前から有志を募り二中駅伝チー
ムを組織しました。そして、本番に向け
て練習を開始した矢先の７月２８日
に、熊本地震が発生しました。 
地震発災後には学校が避難所とな
り、グラウンドが使えない日々が続き
ました。選手の中にも被災した生徒が
いて、そろって練習することはまったく
できませんでした。 
二学期が始まり、学校の生活リズム
も落ち着いてきたことを受け、改めて
駅伝チームで気持ちを確かめ合い練
習を再開しました。 
 今は、毎朝７時過ぎには学校に集まり、グラウンド

の一部に仮設の200ｍトラックをつくり、本番に向け
て走り込みを続けています。 
今年は県営八代運動公園（陸上競技場）が地震の
影響で使用できないため、日奈久ドリームランドシ
ー・湯・遊で大会が行われます。十分な練習を積ん
で大会に臨むことはできないかもしれませんが、今
できることを精一杯やり、持てる力を出し切って好成
績につなげてくれることを期待しています。男女アベ
ックでの県大会出場に向け、震災に負けない強い心
でたすきをつないでくれることを期待しています。 

３年生が、二中の体育館に避難している皆さん
を元気づけようと、クラスごとに広用紙にメッセー
ジを集めて贈りました。代表の生徒が、１０年前に
自らが被災してとてもきつかったエピソードを紹
介し、「いつかきっと心から笑顔になれる日が来
ます。皆さん頑張りましょう。」と挨拶をし、体育館
の壁に掲示しました。 

手形のメッセージカードには、生徒が心
を込めて書いた言葉がちりばめられてい
て、早速避難所の皆さんが生徒のメッセ
ージを読まれる姿がありました。 
避難されている方は、それぞれに色々な
不安や課題を抱えて過ごされていることと
思います。３年生の小さな思いやりの心
が、避難者の方を支え励ます一助になれ
ばと願います。復興を目指して、ともに頑
張っていきましょう。 



２ 生徒質問紙調査の状況 

（１）全国平均と比較して５％以上高かった項目（「そう思う」「だいたいそう思う」の回答） 

○ 先生はあなたのよいところを認めてくれていると思いますか（96.7％ ＋5.8） 

○ 学校に行くのは楽しいと思いますか（95.1％ ＋9.7） 

○ 一日あたり、どのくらい読書をしますか（３0分以上） （28.7％ ＋10.7） 

○ 週にどのくらい図書室に行きますか（週に 1回以上） （29.5％ ＋11.3） 

○ 家の人と勉強のことについて話しますか。（週に１，２回以上）（83.6％ ＋11.4） 

○ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか（82.7％ ＋10.4） 

○ １、２年生のときに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていましたか

（84.5％ ＋5.6） 

○ 授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができると思います

か（84.5％ ＋6.5） 

○ 2年生の時の授業で、ＰＣ，タブレットをどのくらい使用しましたか（ほぼ毎日） （56.4％ ＋11.7） 

○ あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い、互いの意見のよさを生かして

解決方法を決めていますか（95.1％ ＋10.6） 

○ 学級での話合いを生かして、自分が努力すべきことを決めて取り組んでいますか（83.6％ ＋5.8） 

（２）全国平均よりも 10％以上低かった項目（「そう思う」「だいたいそう思う」の回答） 

▲ 学校の授業以外の平日の勉強時間（一日 1時間以上） （45.9％ －15.7） 

▲ 休日の勉強時間（一日2時間以上） （17.1％ －12.8） 

▲ ＰＣ、タブレットを使って情報を整理することができますか（56.5％ －12.9） 

▲ 考えを発表するときは、考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していま

したか（51.7％ －13.8） 

▲ 総合的な学習の時間では、ICT 機器を使って情報を集めたり、整理したり、発表したりできていますか

（70.5％ －11.2） 

以上のような状況でした。これらの結果をしっかりと分析して、今後の教育活動を改善していきたいと考えて

おります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年４月、中学３年生を対象に実施されました全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせします。実

施内容は教科に関する内容（国語・数学・英語）及び生徒質問紙調査でした。 

１ 教科に関する状況 

国語の平均正答率においては全国平均６３．９％に対し、県平均と同じ数値で６２％とやや下回っていまし

た。領域別ではすべての項目で全国平均をやや下回っており、「言葉の特徴や使い方に関する事項」と「書く

こと」については全国平均を３％下回る結果でした。 

数学の平均正答率においては全国平均５７．０％、県平均 53％に対し、５２％と下回っていました。特に「図

形」が７．５％、「関数」が７．２％、「データの活用」が６．０％全国平均を下回り、課題が見られました。 

英語のＩＲＴスコアでは全国平均499、県平均 478に対し、474 と下回っていました。「聞くこと」の数値

は全国、県を上回っていましたが、「読むこと・書くこと」の数値が全国、県を下回る結果でした。 

学力向上は二中の大きな課題です。これらの結果を踏まえ、定着の低い内容については復習や補充学習

等で定着を図っていくとともに、今後の授業の改善につなげていきます。 

お知らせ ○令和８年度文化祭について 
現在本校体育館が熊本地震の避難所となっており、八代市教育委員会等

とも協議しましたが、使用開始時期が不確定であるということから、今年の文
化祭は中止ということに決定します。なお、合唱コンクールのみ、白百合学園高
校の体育館をお借りして、10 月 21日（水）の午後に開催いたします。 
○中村教頭先生の復帰について 

6 月 24日から病気療養中だった中村教頭先生が、9月 24 日（木）から
復帰されます。生徒、保護者の皆様には大変ご心配をおかけしましたが、以前
のように元気に学校に戻ってこられますことを、関係者一同何よりも喜びたいと
思います。 

 


